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(単位：円)

講評

1
島根県遊技業協同組合・
しまね福祉防犯協力会寄附
～子どもの健全育成～

特定非営利活動法人
スペース

松江
長期休暇　子どもの居場所づ
くり事業

学校の長期休暇中、外に出る機会や他
者との関わりが少なくなる子どもたち
が、安心して過ごせる無料の居場所を
提供する事業。

500,000

・プレゼンテーションをとおして事業の目的や効果を的確に表現してい
た点を評価。

・地域の高齢者も一緒になって子どもの育成の場づくりに巻き込んでい
ただきたい。

2
特定非営利活動法人
フードバンクしまね
あったか元気便

松江

「就学援助世帯」の子どもたち
への学習と「体験」の場づくり
と「おかあさんのためのレスパ
イト応援」事業

就学援助世帯の子どもたちに様々な学
習と体験の場を提供するとともに、ひと
り親の家事や子育ての時間の軽減を図
ることを目的とする事業。

250,000

・子どもの貧困対策とフードロスという環境問題への二面対応をしてい
ることを評価。

・食の支援に限らずひとり親世帯の時間の確保や交流の場の創出をと
おして今後も活動を広げていただきたい。

3 特定非営利活動法人
里山コミッション

飯南
スポーツダーツを通じた子供
の健全育成と高齢者の生きが
いづくり事業

過疎や高齢化が進む地域で、スポーツ
ダーツを通じ高齢者と子どもたちの交流
を図ることで、地域活性化を目指す事
業。

250,000

・あまり知られていないスポーツダーツを新しく取り入れ、子どもと高齢
者の触れ合いの場づくりに取組む姿勢を評価。

・団体への信頼性を背景に様々な機関と連携して活動の幅が今後も広
がることを期待する。

3 株式会社伊藤園寄附
～島根の自然環境保全～

特定非営利活動法人
水の都プロジェクト協議会

松江 宍道湖河口州浜での水辺体
験事業

宍道湖湖畔の水辺環境への関心が薄
れる中、州浜の環境保全活動や水辺体
験教室を実施し、住民の水環境への意
識向上を図る事業。

400,000

・教育現場や・ボランティアと協力して河川や河口の環境を良くしていき
たいという熱意を評価。

・若年者の活動への理解を進め、今後も活動を継続していただきたい。

4 宍道湖を中心とする
水辺の環境保全

認定NPO法人
自然再生センター

松江 水草リング～天神川・宍道湖
の水草の利活用～

天神川や宍道湖で問題となっている水
草を刈り取り、畑の資料として活用し大
豆やサツマイモを育てることで、循環型
農業の仕組みを作り出している事業。

575,000

・協働のパートナーは行政や企業等様々ある中で、できることは自分た
ちでやるという姿勢を評価。

・活動を教育分野とつなぐことで、水草問題を知らない若者世代がわが
こととして考えるきっかけとなることを期待する。

5 子育てや社会教育の推進
特定非営利活動法人
石西防災研究所

益田 家族で一緒に防災キャンプを
体験する事業

家族での防災キャンプ体験をとおして防
災に対する経験値を増やすとともに家
族間の信頼や防災力向上を目指す事
業。

240,000

・家族でのキャンプをとおして避難所設営体験ができる先進的な取組を
評価。

・地震や災害の頻発で防災意識が高まるなか、広く様々な人に取組を
共有していただきたい。

6 特定非営利活動法人
おっちラボ

雲南 市民協働による発電事業を考
える会in雲南

市民主導の発電事業を立ち上げるた
め、地域の個人や団体・事業者・専門家
とのワークショップを重ね、地産地消の
エネルギー供給の仕組みを創り出す事
業。

320,000

・行政だけではなく地域住民が主体となって市民発の新しい動きを作り
上げようという底力や熱意を評価。

・本事業が新たな地域づくりとしてひとつのモデルケースとなることを期
待する。

7 NPO法人
松江市聴覚障害者協会

松江 聴覚障がい者も安全に暮らせ
る街づくり事業

災害時、避難した聴覚障がい者が「聴覚
障がい者」と表示したビブスを着用する
ことで、適切に情報を得て避難所でも安
心して過ごせることを目指す事業。

200,000

・障がいがある人が災害時に取り残されないための大切な取組として
評価。

・今回の取組を第一歩として、災害時に限らず平常時から誰もがきちん
と理解している状態を目指し今後も発展してほしい。
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